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主　催／藤沢市展実行委員会
　　　　構成団体：藤沢市美術家協会・藤沢市書道協会・藤沢華道協会　　
　　　　藤沢市・公益財団法人藤沢市みらい創造財団
問合せ／公益財団法人藤沢市みらい創造財団 芸術文化事業課
　　　　電 話：0466-45-0077　mail：arts@f-mirai.jp

午前10時から午後7時まで (日曜日は午後 5時まで )

藤沢市民ギャラリー (ODAKYU湘南GATE 6階)

第76回

※6月 25日木は午後 5時まで

6 月 23 日火 から 6 月 28 日日
6 月 23 日火 から 6 月 25 日木公募作品　

6 月 26 日金 から 6 月 28 日日入賞作品 / 会員作品

6 月 30 日火 から 7 月　5 日日 
7 月　7 日火 から 7 月 12 日日

写真

華道

美術
書道

入場
無料
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夏の日射しが益々強くなるこの季節に、第76回藤沢市展を開催できましたことを心より
喜ばしく思います。

藤沢市展は市内在住、在勤、在学の方々が参加できる創作活動の発表の場として、長く
親しまれてきました。華道、写真、美術、書道それぞれの部を3週間にわたり展示してま
いります。

今年も多くの素晴らしい作品が集まりました。市展は公募であり、コンペティションの
側面を持ちますが、参加された皆さまには他流試合のように楽しんでいただければ幸いで
ございます。

ご来場下さった皆さまには、制作者の想いやエネルギーを感じながら、作品鑑賞のひと
時をお過ごしいただければと思います。

市展開催にあたり、多くの方々にご尽力いただきました。この場をお借りしてお礼申し
上げます。

2026年6月23日
第76回藤沢市展実行委員会　実行委員長　小川　貴子

ごあいさつ

※華道の部　一般（審査対象）は、活け込み及び審査を 6 月 22 日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。
※五大賞とは、大賞、市長賞、市議会議長賞、みらい創造財団賞、実行委員会賞です。（応募点数によって五大賞の数を決め
ています。）

区　　分 写真の部 美術の部 華道の部 書道の部 計
（
審
査
対
象
）

一
般 展示点数 94 

（106）

絵画・彫刻部門

159
（145）

工芸部門

37
（34）

21
（23）

65
（81）

376
（389）

（
審
査
対
象
外
）

会
員
等

展示点数 11
（10） 

32
（32） 

6
（7） 

19
（25）

87
（81） 

155
（155） 

計 展示点数 105
（116） 

191
（177） 

43
（41） 

40
（48） 

152
（162） 

531
（544） 

五大賞入賞点数 5
（5） 

5
（5） 

3
（3） 

※
（2） 

5
（5） 

18
（20） 

秀 作 賞 点 数 9
（11） 

16
（13） 

4
（4） 

※
（2） 

5
（5） 

34
（35） 

奨 励 賞 点 数 2
（3）

2
（1）

0
（0）

※
（3）

4 
（4）

8
（11）

（　）内は前回実績第 76回藤沢市展作品状況
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写 真 の 部

審査員のコメント
日没の真っ赤な太陽と、

山々のシルエットだけでも
見応えがある一枚です。し
かし、この写真の“ミソ”は、
海岸線周辺に浮かぶ様々な
人間模様です。散策する人
やサーフボード、ビーチバ
レーのネットらしきものな
ど、夕日を楽しむ人々の姿
が美しい風景と重なり、か
けがえのない一瞬を生み出
しています。

●大　賞
森下　健二
「落陽」

審査員のコメント
作者が自ら水を垂らした

のか？それとも自然に水が
垂れるこのような場所があ
るのか？答えは分かりませ
ん。いずれにせよ不思議か
つ美しい写真です。そして、
水しぶきは背景が暗く、濃
い色であること、さらには
逆光気味の光ではないと写
りません。豊富な創造力と
技術力の高さが感じられる
1枚です。

●市　長　賞
松岡　孝司
「ハスシャワー」

秀　作　賞

奨　励　賞

石 川 弘 則 内 田 小 夜 子 掛 布 定 雄 金 井 純 雄
小 平　　 悟 小 師 喜 作 東 海 林 俊 六 福 本 良 治
宮 嶋 武 二
鈴 木 海 音 舩 木 レ イ
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審査員のコメント
生命力あふれる作品です。雛鳥たちが

大きな口を開け餌を欲しがる様子から、
懸命に生きようとする意志が感じられま
す。

鳥たちの羽根が大きく広がり、躍動感
にあふれています。親鳥一羽に対し雛鳥
が三羽いて、子育ての奮闘ぶりも見て取
れます。

緑の背景も美しく、命の輝く瞬間を見
事に捉えた作品です。

●市議会議長賞
米山　清「次は僕だよ」

審査員のコメント
村祭りの様子でしょう。その楽しさや

闊達さがよく伝わってくる写真です。大
声を張り上げる女性のみを被写体にした
のも成功のひとつです。胸に下がった
「躍動」の文字通りその躍動感が、よく
見るとかすかにぶれる帯下の動きに出て
います。それでいて、顔にはピントがは
っきりあっているのは撮影者の技量の賜
でしょう。

●実行委員会賞
渡邊　義典「藍が舞う」

審査員のコメント
滝に打たれ、肋骨をあらわにして絶叫

する男たち。その光景は、観る側も思わ
ず顔をしかめてしまいそうです。技術面
では低速シャッターを使うことで、スピ
ード感あふれる滝の流れと、力強い水し
ぶきの表情がうまく表現されています。
人間らしいリアルさやコミカルな一面も
のぞかせる、素敵な作品です。

●みらい創造財団賞
佐藤　忠弘
「轟音の中の青春」
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美 術 の 部

審査員のコメント
浅間山を正面から捉えた雄

大な構図と繊細なマチエール
によって構成されています。
黄金色に染まったカラマツ林
や霧氷を纏った常緑樹林を多
様な形と豊かな色彩で丹念に
描いています。人間と小鳥た
ちをも登場させて“生命の詩”
と題した作者の感動が伝わっ
てくるようです。大賞に相応
しい作品です。

●大　賞
斉藤　彰英
「浅間黄楓・生命の詩」

審査員のコメント
汚れのないまっ白な白鳥が今、羽音と共

に飛び立ちます。人間にもこんな時期が人
生独り立ちの時にあります。「頑張れよ！い
つも応援しているよ。」と声をかけてやりた
い。

画面の使い方が良く、明暗の対比が成
功しています。よく考えられた力強い作品
です。

●市　長　賞
渡邉　爽介
「羽ばたく」

秀　作　賞

奨　励　賞

絵画・彫刻部門

青 木 ア ユ ミ 石 井　　 創 加 藤 老 人 金 井 津 多
見 目 善 弘 小 林 貞 雄 髙 橋 八 重 子 張　　 清 華
⻆ 田 美 佐 子 西 川 和 彦 日 向 敏 郎 広 瀬 弘 幸
松 浦　　 哲 M I K I K O 武 藤 順 子 山 内 忠 夫

ら い れ ん
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審査員のコメント
暗い画面から鑑賞者がそれぞれに様々なことを想像

させられる作品です。
タイトル「祈り」からは作者の想いが溢れているよ

うです。祈るとは作り手を超えた存在への謙虚な姿勢
と畏れなくしてできる行為ではありません。見える事
だけがこの世を形作ってはいないと思わせられる秀作
です。

●市議会議長賞
佐藤　由明
「祈　り」

審査員のコメント
たいへん丁寧に彫られている端正な作品です。

孫娘三姉妹ということで大きな愛情を感じます。
服装は年齢によって違っていますが顔は姉妹だ
けあって似ているように思えます。

ギリシャ彫刻のようなアルカイックスマイル
が作品に大きな魅力を加えていると思います。

●実行委員会賞
石原　悦子 
「2020年の孫娘三姉妹」

審査員のコメント
タイトルにあるとおり大変力強い作品です。
同時に激しい情熱を感じます。手の表情も豊かです

が腕からねじれていく姿、厚みのある肉付けに伝統的
な彫刻の魅力を感じます。日本は震災など大きな自然
災害が多い土地です。この作品はそういう苦しみの中
で生きる人達にも生き抜く力をくれると思います。

●みらい創造財団賞
内田　知佳子 
「生き抜く力」

会 員 推 挙 内　田　知佳子　　斉　藤　彰　英　　鈴　木　弥　彦　　柘　植　　　勝
中　村　純　平　　山　内　　　廣　　「会員推挙」…P18をご参照ください。
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美 術 の 部

審査員のコメント
作品を前に思わず足が止まり、幾何学模様の額装

品に感動しました。「ストリングアート」です。円
形に配置されたピンに従って糸を順番にかけていく
ことで、美しい幾何学模様が浮かび上がり、糸の色
やピンの数、糸をかけるステップを変えることで、
無限のグラデーションやデザインを作り上げていま
す。

見れば見る程作品に吸い込まれ、心和む逸品です。

●大　賞
絢　蓮「有明の月」

工芸部門

審査員のコメント
独特な徳利型の造形美と、古色を帯びた青銅釉の

グラデーションが息をのむ美しさです。ザラリとし
た土の質感と、下部から湧き上がるような深みのあ
る発色が絶妙に調和しており、静寂の中に確かな生
命力と品格を感じさせます。作者の卓越した感性と
技量が光る、極めて完成度の高い見事な逸品です。

●市議会議長賞
山下　雪江「つぼ」

審査員のコメント
安定した白地の大皿に鉄の下塗りをして、カンナ

刀で掻き落とし、あざみの模様を描いています。大
皿は焼成するとゆがみ等が出る場合がありますが、
土締めがしっかりとなされています。あざみの模様
はつぼみまで丁寧に繊細に表現され、見る人の心に
訴えるものがあります。技術を伴う作業を積み重ね
た力作といえます。

●市　長　賞
中村　和子「弁柄掻落し「薊」」　

会 員 推 挙 須　山　宣　和　　野　谷　久　夫　　「会員推挙」…P18をご参照ください。

秀　作　賞 大 田 愛 子 須 山 宣 和 中 井 泰 彦 西 村 隆 芳
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華 道 の 部

※このページは、展示会場内で配布している華道の部受賞者一覧を
貼り付けてご使用ください。
※華道の部公募作品の活け込み及び審査は 6 月 22 日（月）に行いました。
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書 道 の 部

審査員のコメント
中唐の時代に詠まれた七言絶句「楓橋夜

泊」を朱文で四顆にすっきりとまとめた篆
刻作品です。

基本に則り丁寧に刻され、作者の努力が
伝わる作品に仕上がっています。

審査員のコメント
半切に行書十四文字をまとめた作品で、

筆先を効かせた厳しい作品となっています。
濃墨を使い黒白のバランスが良く、気力

が充満している作品で好感がもてます。

●大賞　元山　光代　「楓橋夜泊」 ●市長賞　藤木　奈緒　「緑池春暖」

秀　作　賞

奨　励　賞

材 井 鯉 搖 菅 原 加 代 子 杉 山 心 楓 正 晄
戸 谷 京 仙
石 井　　 華 海 老 原 理 央 秦　　 結 菜 八 森 し お ん
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菅 野 香 雅 田 中 美 湶 谷 口 祥 子 田 渕 小 百 合
中 川 暎 舟 水 澤 光 陽 村 上 伯 堂　 　若 杉 栞 那

会 員 推 挙

「会員推挙」…P24をご参照ください。

審査員のコメント
楷書体で三行にまとめた、

優しさが伝わってくる端正な
作品に仕上がっています。

楷書の骨格を守り線質も良
く落款の収まりも良です。

審査員のコメント
王右丞（王維）の漢詩の一節

を篆書体でまとめ、字の構えを
右肩下がりにし、三行の作品と
して文字の配置、字配りが工
夫されています。作者の制作
意図が感じられる作品です。

審査員のコメント
大字のかなを力強い線で表

現しています。上下の行が重
ならないように行間にも工夫
があり、全体の潤渇のバラン
スが作品の奥行きを出し魅力
ある作品になっています。

●市議会議長賞
矢形　多美代 

「茶舍」

●みらい創造財団賞
鎌田　恵子 

「王右丞詩」

●実行委員会賞
小宮　よしの 

「百人一首 めぐりあいて」
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

秋 元 　 毅 熱弦

秋 山 哲 夫 回転山
ダ

車
シ

はメリーゴーランド

麻 生 　 匠 カワセミクラウン

石 垣 邦 夫 風の盆

石 川 弘 則 火の祭祀

磯 田 博 之 ブルーライト、横浜

磯 部 敬 夫 藤　棚　へ

伊 藤 正 一 朝霧の中

伊 藤 隆 一 燃ゆる富士

内 田　小夜子 へばった〜

江 口　亜由子 気合

榎 田 領 治 有明の月と桜で一杯

大河原　一 男 嬉しい来客

大 関 明 彦 警戒

大 関 行 恵 ヨコエビの仲間(通称タルマワシ)

岡 野 素 幸 「ちょっとちょっと、どこ行くの」

尾 崎 賢 一 波紋と光のミステリー

掛 布　定 雄 撮らせて！キャンドルタワー

加 藤 賢 治 ここからが勝負

名　　　前 作　　品　　名

加 藤 武 久 春雨のなか

金 井 純 雄 一瞬の彩

金 谷 佳 江 黄昏に霞む海王丸

金 子 　 功 夏のおとずれ

上 岡 　 亨 新春の舞扇

夏 蓮 明けゆく空

川 嵜 廣 子 春うらら

神 部 正 広 湘南の鉄板風景 with 江ノ電

木 村 英 智 虹の輝き

菊 地 悦 子 出逢い

菊 地 幸 男 女神のほほえみ

北 村　亮 裕 帰路につながる下り坂

木目田　浄 子 はるうらら

日 下　晴 代 老　樹　精

熊 野 　 進 想い出に残るアート壁画

後 藤 眞 治 サギも太公望

小 林 陽 一 生命の回廊

小 平 　悟 初夏の光

小 師 喜 作 律動

〔写真の部〕

展 示 作 品 目 録（五十音順）
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

齊 藤 　 隆 凪の影絵たち

佐 藤 忠 弘 轟音の中の青春

佐 藤　はる香 黄金色の刻

佐 藤 優 子 引きの景

瞬 碧
へ き う

蒼

鈴 木 海 音 摩天楼

鈴 木 喜 一 70 連凧天まで登れ

鈴 木 進 哉 森の中の出会い

鈴 木 　 宏 飛入り

鈴 木 文 江 静かに咲く

鈴 木 　 実 有難う 市民会館！

須 賀 　豊 何かが起る

関 根 克 義 湘南の二十歳祝い

田 内 活 雄 春を打つ

鷹 　 幸 子 波映に群がるサーファー

髙 木 惠 子 金閣　鹿
ろく

苑
おん

寺
じ

高 柳 玲 子 Strings of Spring

竹 内 洸 磯 蜜蜂

田 付 和 則 老柿、空に実る

名　　　前 作　　品　　名

千 秋 雨粒の滴る青もみじ

角 田 　 孝 漢　達

K O K O 不動滝

東海林　俊 六 熱気あふれて

虎 朝
アサ

凪
ナギ

の兆し

中 村 悠 真 さよーならまたいつか！

中 山　謙一郎 富士山見えてるよ！

永 由 　勝 星降る夜に

峐 下　蒼 空 薄明の標

長谷川　由 紀 散りゆく桜満つる月

林 　 篤 美 明鏡止水

林 　　美奈子 川　平

端 山 一 夫 「バンザイ」市民まつり2025

福 岡　千 明 日本ラグビー　発祥校

福 田 　 優 春
しゅん

宵
しょう

福 本 良 治 Lady Shonan

藤 尾 貞 夫 一月の風

藤 野 耕 一 アロンジェ

藤 村 志 保 祭り魂！輝く
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〔写真の部〕

名　　　前 作　　品　　名

舩 木 レ イ 海の中の物語

船 越 英 一 さくら独り占め

古 屋 長 昭 斜陽の刻

松 岡 孝 司 ハスシャワー

宮 川 　 享 黒富士

宮 嶋 武 二 雪の打掛

向 山 武 志 蓮

武 藤 彰 夫 さくら

最 上　ぬい子 迷宮の入り口

元 山 富 雄 台風直前

森 下 健 二 落陽

横 山　忠太郎 グリーンコンチェルト

吉 内　栄 利 a day in the life

吉 野 知 博 大庭、水張る頃

米 山 　 清 次は僕だよ

渡 辺 　 勇 節分・遊行寺

渡 邊 義 典 藍が舞う

綿 貫 五 夫 秋耀　笠ヶ岳

名　　　前 作　　品　　名

無　審　査

相 澤　演 義 ようぼう

猪 狩 　淳 追憶

川 田 厚 子 戦艦三笠

渋 井 重 悌 風 神 降 臨

田 中 洋 一 済渡寺の千本鳥居

俵 　 智 子 緑雨の魅力

中 里 年 嗣 黎明

中 島 　直 海老名家族 2026 〜中新田とのお別れ〜

中 溝 征 児 台風前夜

比留川　雅 司 トリプルジャンプ

八 島 　逸 街中のオアシス

写真の部（注）
「無審査」…�過去の藤沢市展において、五大賞のうち、いずれか２回受賞した方。 

（無審査作品としての出品となり、賞の対象となりません。）
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。
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名　　前 種　　類 作　　品　　名

相 田　靖 子 そ の 他 ダリヤの光

青 木　アユミ ミクストメディア とこしえのカワゴンドウ

赤 塚　高 志 ペ ン 画 伊勢海老

秋 山　則 子 パステル画 Forever　Young

阿久津　千 晶 立体造形 タイムカプセル

浅 野　康 雄 水 彩 画 晩秋　金時山遠望

阿 部　美津子 油 彩 画 遠州　手筒花火

安 部　義 行 ペ ン 画 おすし。

天 野 　基 油 彩 画 赤　富　士

五十嵐　はるき そ の 他 一号線乱視の車窓

池 田　健 造 油 彩 画 オレのギター

石 井 　創 版 画 スナネコ

石 原　悦 子 彫 刻 2020 年の孫娘三姉妹

磯 沼　晴 生 油 彩 画 沈黙の塔・殯の家

一 色　千枝子 水 彩 画 母

井 上　敦 史 水 彩 画 フルーツパレード

井 上　里 子 油 彩 画 孫

井 上　千 尋 油 彩 画 「Vase of Flowers and Apples」
ポール・セザンヌの模写

井 上　光 夫 色鉛筆画 近所のネコ

今 津　康 輔 ペ ン 画 スクランブル・レイヤー

岩 淵　正 人 油 彩 画 卓上の花

植 野　政 一 水 彩 画 生きる

上間　ビセンテ 水 彩 画 カラフルな傘

内 田　知佳子 彫 刻 生き抜く力

エ ・ ラ ー ル パステル画 見つけた！

名　　前 種　　類 作　　品　　名

大 島　聖 力 色鉛筆画 アイスクリームとの勝負

大須賀　功 行 水 彩 画 自然湖（長野県）

太 田　道 男 立体造形『世間の荒波に耐えてい
ます』

大 髙　依 子 そ の 他 Living　together

大 竹　摂 子 水 彩 画 「異形の宴」

大 平　久 美 日 本 画 月明かりの中で

大 村　ひろし 水 彩 画 暮春雪富士

岡 　　不二子 そ の 他 雨あがり

岡 本　桂 太 油 彩 画 ゾッコン LOVE 素敵な命

オガワ　ミエコ そ の 他 その呼吸

落 合　良 仁 日 本 画 花の下にて

O H A G I そ の 他 BONODORI @YUGYOJI

か い ぬ 詩 油 彩 画 善行団地で遊びたいけど
遊べない

加 川　定 信 立体造形 つくえ

風 間　咲 慧 油 彩 画 ガニメデ

柏 田　清 治 色鉛筆画 トランペッター

蚊 帳　真 帆 油 彩 画 薔　薇

加 藤　老 人 そ の 他 一瞥のさよなら、ひと匙
のウインク

金 井　津 多 水 彩 画 静けさ

金 塚　敦 也 ミクストメディア 空模様

河 相　文 子 水 彩 画 独楽

河 合 　司 パステル画 想う

川 島　嘉 郎 パステル画 旧日立航空機 ( 株 )　立川
工場変電所

河 原　千夜子 水 彩 画 午後の蓮池

菅 　 隆 志 水 彩 画 影と踊る孫娘

〔美術の部〕絵画・彫刻部門
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　前 種　　類 作　　品　　名

菊 地　資 子 油 彩 画 眺　望
−鹿島槍岳より−

木 村　球 子 油 彩 画 お　も　て　な　し

木 室　瑞 貴 水 彩 画 いつか見た街

國 見　千恵子 油 彩 画 ある冬のモンマルトル

倉 橋　宣 武 油 彩 画 旅立ちの時

栗 原　美和子 油 彩 画 My Garden

げ 彫 刻 Pray for peace

見 目　善 弘 水 彩 画 奥入瀬渓流

小 泉　貞 子 油 彩 画 私の愛しいクレア

後 藤 　元 パステル画 海辺

小 林　貞 雄 水 彩 画 旧街道の通る里

古 林　正 明 ミクストメディア 引地川にて
− Mirror of Autumn Light −

小 山　文 裕 水 彩 画 野毛日常

近 藤　玄 輝 水 彩 画 移りゆく季節

齋 藤　栄 治 油 彩 画 四方谷五口魚

斉 藤　彰 英 日 本 画 浅間黄楓・生命の詩

齋 藤　雪 絵 版 画 腹式呼吸

坂 田　明 子 水 彩 画 少女たち

佐 上　倫 子 版 画 悠遊の風

名　　前 種　　類 作　　品　　名

迫 　 和 枝 水 彩 画 夏空を映す「山の湖」

佐 藤　順 一 そ の 他 1970 年青春への時の旅
Shonan Dreamin

佐 藤　由 明 油 彩 画 祈　り

佐 藤　璃 奈 油 彩 画 母と子

さとこ 油 彩 画 胡蝶の夢

しあわせ上手の高橋 水 彩 画 神々のいぶき

柴 田　品 子 水 彩 画 輝く勝利オセロ命

島 田　貞 子 版 画 めざし

庄 司　理 恵 版 画 レモンティー

牀 　樛 油 彩 画 煌宴

鈴 木　恵美子 色鉛筆画 憂い　〜阿修羅〜

鈴 木　たか江 水 彩 画 夏の終わりのとき

鈴 木 　驍 パステル画 ウミウシとクラゲ

鈴 木　智 美 色鉛筆画 チワワりんたろうの
ふるさと藤沢

鈴 木　弥 彦 そ の 他 奈良興福寺の十二神将

関　　　つばさ デザイン 春めく .

関 野　弥 生 そ の 他 薔薇

瀬 戸　貴 秀 立体造形 小箱

髙 橋　八重子 油 彩 画 銀河の滝
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　前 種　　類 作　　品　　名

高 橋　八重子 油 彩 画 大海原

武 井　芳 夫 水 彩 画 梅の名所・常立寺（じょ
うりゅうじ）

竹 川　志 郎 油 彩 画 故郷の教会
（北海道　伊達市 )

竹 下　はるみ 水 彩 画 ビーチでフラ !

谷 上　雪 樹 そ の 他 極　夜

ダ ミ ア ン ミクストメディア ジェントル・カワセミ

張 　 清 華 油 彩 画 時を忘れる庭

柘 植 　勝 立体造形 宙
そら

駆
か

ける

津 田 　一 油 彩 画 早春

津 田　政 恵 水 彩 画 動物病院

土 屋　留 三 水 彩 画 引地の桜並木

⻆ 田　美佐子 水 彩 画 冬隣

戸 倉　秀 輔 クレヨン画 熱

と み さ わ ち よ 水 彩 画 朝を匂う

内 藤　美 幸 クレヨン画 friends

中 村　純 平 油 彩 画 北の海

西 川　和 彦 パステル画 淡彩の花景色

野 口　咲 也 油 彩 画 サンセット・クルーズ

濱 﨑　一 洋 水 彩 画 満開の桜

名　　前 種　　類 作　　品　　名

林 　 洋 子 油 彩 画 天使　ガブリエル

原 木　克 巳 色鉛筆画 しおさい

番 場　恂 子 水 彩 画 アメリカデイゴの花

番 場　富 枝 油 彩 画 遊行寺石庭

日 向　敏 郎 水 彩 画 MISTY　CANYON

日 吉　輝 子 油 彩 画 稔り

平 岡　秀 華 ミクストメディア 孔雀のコンテンポラリー
ダンス

廣 江　なおみ そ の 他 愛おしい

広 瀬　弘 幸 油 彩 画 砂浜の時間

藤 井　達 也 水 彩 画 椿

藤 井　ノブ子 クレヨン画 僕とかあさん

船 越　英 一 版 画 プロチダの人 B

フ ラ ン ク 詩 門 水 彩 画 百合の殻

古 郡　礼 子 油 彩 画 悠　久

古 谷　奈穂子 ミクストメディア 感謝

古 屋　惇 平 ミクストメディア 宇宙の夢花火

堀 　 慶 賛 ミクストメディア 大正時代の娘

本 明 　衛 ミクストメディア ピンクはな

牧 野　眞 臣 彫 刻 今だ !!
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

名　　前 種　　類 作　　品　　名

松 浦 　哲 油 彩 画 戦火の祈り

松 尾　邦 夫 油 彩 画 材木座海岸

ままだ　つよし そ の 他 ひなまつり

M I K I K O 版 画 百年は生きよ

水 越　陽 子 立体造形 いす

水 野　淑 子 クレヨン画 マイ　ガーデン

湊 　 杏 里 ミクストメディア 仲良し

南 　 琢 哉 色鉛筆画 小春日和に

宮 尾　俊 介 ミクストメディア 宇宙の友達

宮 崎　広 明 ミクストメディア 窓辺

武 藤　順 子 水 彩 画 コラージュ
「港の見える水族館」

元 山　光 代 水 彩 画 バナナ

森と泉 クレヨン画 踊り子

森 山　真 一 立体造形 宝箱

柳 川　陽 子 水 彩 画 向日葵

山 内　忠 夫 水 彩 画 再　感　動
( 大阪・万博リング )

山 内 　廣 水 彩 画 冬茜

名　　前 種　　類 作　　品　　名

山 内　由 紀 立体造形 机

山 上　輝 彦 油 彩 画 緑のワンピースの女

山 口　如 夫 油 彩 画 本のにおいが好き。

山 科　秀 夫 水 彩 画 紅　葉

山 本　一 志 水 彩 画 野鳥ミソサザイ

ゆ す ら　 昌 クレヨン画 富士満月

よしだともひこ 水 彩 画 ♡流れ星に　お・ね・が・い!
（星が降った日 8）

吉 富　芳 子 水 彩 画 ゴットランド島の昼下がり

ら い そ の 他 ごろにゃん

R i e 　 H 水 彩 画 生命のダンス

れ　ん 水 彩 画 水蓮

脇 　 重 男 立 体 造 形 椅子

和 田　尚 義 油 彩 画 Memories of summer

渡 邉　爽 介 油 彩 画 羽ばたく

渡 部　崚 太 水 彩 画 鯉のぼり

渡 貫　智 成 ペ ン 画 機関車

●普通自動車 ●普通二輪車 ●大型二輪車
〒252-0806
藤沢市土棚800（いすゞ藤沢工場正門そば）
長後･湘南台駅等送迎バス運行中！
URL  https://www.fujisawa-ds.co.jp
0466(45)7171 ※※月曜･年末年始等休校
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〔美術の部〕絵画・彫刻部門

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
員

浅 沼　信 江 洋 画 不忍池辨天堂

荒 井　晴 子 日 本 画 山ゆりの里

飯 田　裕 三 アクリル a woman

入 江　倫 子 油 彩「嵐・そして夏の終わり」

小 川　貴 子 銅 版 花・星座

金 澤 　均 油 彩 北の街道

金 子　博 美 油 彩 夢現つ

唐 木　信 允 油 彩 集落

菅 家　美 幸 日 本 画 立秋のころ

菊 池　秀 代 パステル オ・プランタン

城 戸 　宏 モノタイプ 夜光虫　I

小 玉　政 美 油 彩 悠久の時と大地

小 林　育 夫 銅 版 悠久

小 林 典 子 油 彩 カサブランカ

齋 藤　洋由起 油 彩 誕生

櫻 田　恵津子 水 彩 他
パステル 大銀杏

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
員

佐 藤　久美子 日 本 画 子供の神様

佐 藤　治 子 パステル パンテオンの天窓

鈴 木　正 博 ペ ン 画 月の布告

髙 木　政 行 パステル 舞妓素描

高 橋 孝 夫 木 版 画 ひまわりは咲いたけど、

高 橋　ちず子 油 彩 祈 り

中 川　則 子 アクリル マンサク

新 田　雅 秀 油 彩 窓 辺

萩 原　公 子 油 彩 夕陽に染まる時

蓮 池　高 夫 洋 画 いつもの時に

平 本　公 男 油 彩 波濤嶌図Ⅱ

前 川　幸 男 油 彩 山麓

松 本　信 子 油 彩 地球岬夕照

向 山　武 志 彫 刻 五郎

山 口　俊 子 ミクストメディア 風

涌 井 　健 水 彩 Assisi

印刷・企画・デザインなんでも承ります！
ポスター・チラシ・リーフレット・チケット・冊子
３Dバーチャルツアーズ・サイネージ・動くチラシ

TEL.0466-27-2511
藤沢市藤沢462 MEFULL藤沢 7F JR藤沢駅北口 徒歩2分
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〔美術の部〕工芸部門
名　　　前 種　　類 作　　品　　名

秋 田 谷 恵 美 子 陶 芸 大皿『穏おだやか』

井 置 　武 陶 芸 均窯方皿

石 井　優 紀 染 織 天国の空

石 田　晶 子 そ の 他 虹の橋

彌 永　久仁枝 そ の 他 手染めの和紙で作った花の
ちぎり絵・藤とカワセミ

上 岡　充 生 陶 芸 均窯流掛文壺

大 田　愛 子 染 織 孔雀の明暗

沖 山　喜美子 陶 芸 仏頭

古 思　壽 男 陶 芸 ランプシェード

宍 戸　裕 子 染 織 青色と白色

芝 田 　曻 陶 芸 弥勒菩薩令和

絢　蓮 そ の 他 有明の月

新 間　哲 行 陶 芸 青海波大皿

須 山　宣 和 陶 芸 和紙染ムシカリ文花器

中 井　泰 彦 陶 芸 花器

長 島　明 子 そ の 他 私のカラダ ～ scoliosis ～

中津川　康 夫 陶 芸 雪ん子

中 野　里 穂 染 織 パステルカラーともこもこ

中 村　和 子 陶 芸 弁柄掻落し「薊」

西 村 　彩 染 織 湖とすいれん

西 村　隆 芳 そ の 他 帆船

野 谷　久 夫 陶 芸 世界遺産の狛犬達

名　　　前 種　　類 作　　品　　名

藤 井　幸 造 陶 芸 登龍門・・・鯉、
滝を登りて龍となる

松 木　喜代美 陶 芸 灯り 25-3

溝 口 　愛 染 織 藍と愛

宮 脇　千 帆 染 織 桜と新緑

毛 利　なつき そ の 他 まわる、ひろがる、あかい

森 　 深 幸 染 織 まめ豆 その２

簗 田　三 郎 陶 芸 蔦模様鉄絵平皿

山 下　雪 江 陶 芸 つぼ

横 山　直 木 染 織 緑のしずく

吉 川　明 子 染 織 紫陽花の咲く頃

和 田　雅 実 そ の 他 ジャングルボックス

わた辺きょうこ 七 宝 有線七宝「昆虫の相談会」
蓋物

渡 邊　小百合 染 織 もうすぐ春

渡 邊　孝 行 木 工 空賊連合 K・A・I

渡 辺　マリコ そ の 他 ある日の天国（伊勢型紙）

美術の部（注）
「会　　員」…藤沢市美術家協会会員 
「会員推挙」…過去の藤沢市展において優れた作品を修め、さらに今回の藤沢市展に充実	
	 した作品を出品した等の理由により、藤沢市美術家協会が規約に基づき会	
	 員に推挙した方。
＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。

参加
区分 名　　　前 種　　類 作　　品　　名

会
　
　
　
員

柿 崎　幸 三 陶 芸 クジャク

鹿 能　美津子 陶 芸 花器

山 田　公 也 陶 芸 流水紋藍彩広口鉢

山 崎　礼 子 陶 芸 山帰来紋花器

吉 野 　 勝 陶 芸 飛び鉋皿

吉 原 　 敏 陶 芸 昇華紋紅彩花器
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華道の部（注）
「会　　員」…藤沢華道協会会員
＊華道の部公募（一般）については、21人の申し込みがあり、活け込み及び審査は6月
22日（月）に行いました。審査結果は会場内の掲示をご覧ください。前期は公募（一
般）作品のみを展示、後期は前期の受賞作品写真のパネルと会員の作品を展示してい
ます。
＊目録について…目録は出瓶者の名前を50音順に、後期は花席の順に作成しております。

名　　　前 テーマ
大 森　あゆ子 初夏のきざし

岡 田　禎 里 竹取物語

加 藤　晃 子 「START」

金 井　完 治

木 下　玖 海

笹 沼　麻 紀

白 石　淳 子　　　

竜 口　遥 子 涼しげな梅雨

張　　　岩

張 　 清 華

鶴 薗　優 愛

名　　　前 テーマ
董　　　芳

生田目　華 馨 空

花 田　瑞 穂

土 方　裕紀子 静寂の雨庭－ Quiet Rain Garden

増 田　桂 子

峰 尾　桃 椛

水 落　公 美

森 井　眞理子

𠮷 田　直 美

王 　 占 薇

〔華道の部〕　< 後期 >（6月26 日・27 日・28 日 )　会員

〔華道の部〕　< 前期 >（6月23 日・24 日・25 日）　公募（一般）

流　　　派 名　　　前

小 原 流 松 田　光 美

草 月 流 八 幡　桜 雪

小 原 流 的 場　一 扇

東山源氏千家古流 吉 田　一 妙

小 原 流 宮 﨑　久 恭

草 月 流 伊 東　香 恵

小 原 流 山 口　佳 珠

専 心 池 坊 江 川　青 苑

小 原 流 今 里　豊 節

草 月 流 大 森　知 光

流　　　派 名　　　前

小 原 流 木 村　明 光

草 月 流 佐 藤　萠 英

小 原 流 亀 　　好 英

古 流 松 峯 会 柴 山　理 賀

小 原 流 斎 藤　充 鶴

古 流 理 苑 会 瀬 尾　理 祥

草 月 流 中 田　紀 萠

柴 山 古 流 縁 山 流 取 屋　冷 晃

小 原 流 中 村　豊 皐
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〔書道の部〕

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

相 澤　結 花 王恭詩

青 木　羽 菜 薦季直表

安 西　瞿 麦 苦昼短 李賀

石 井 　華 泰山刻石

井 出　洋 堂 醉翁亭記

稲 垣　 芳 陸游詩

岩 島　圃 耀 登鸛鵲楼

上 藤　睦 美 徐霖詩

江 口　瑞 葉 前後赤壁賦

海老原　理 央 行雲流水

遠 藤　凌 霄 夏日題悟空上人院

大 槻　瑛 彦 隷書文語横披

尾 﨑　佑 菜 集王聖教序

勝 池　菜 穂 皇甫誕碑

神長倉　瑠 璃 心頭滅却

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

鎌 田　恵 子 王右丞詩

神 垣　知 子 清水比庵の歌

菅 野　香 雅 劉禹錫詩

恭　凰 孟夏書亊

藏 並　栞 歩 臨　自書告身帖

渓　翠 贈孟浩然

香 島　実依菜 牛橛造像記

小 林　春 苑 思草

小 宮　よしの 百人一首 めぐりあいて

材 井　鯉 搖 王文治詩

斉 藤　公 代 題慈恩塔

斎 藤　結 衣 臨　苕溪詩巻

佐 熊　歩 梨 臨　孔子廟堂碑

佐 藤　佑 南 七言句

菅 原　加代子 半峰花雨一聲鶯
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名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

杉 山　心 楓 南中詠雁

正　晄 雲蒸龍變

清 蓮 急流矢の如く

荘 舟 和歌四首

高 橋　佳 花 夏ころも

竹 田　優 子 徐賁詩

田 中　美 湶 成都曲

谷 口　祥 子 百人一首

田 渕　小百合 春山夜月

戸 谷　京 仙 王鐸詩

中 川　暎 舟 許渾詩

中 村　恒 太 臨　雁塔聖教序

西 嶋　さゆり 七言二句

野 口　碧 舟 歳月

能登谷　善 子 竹林啼馬不知休

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

秦 　 結 菜 余白の譜

八 森　しおん 臨　呉昌碩石鼓文

林 　 琴 菜 行書千字文巻

範 望天門山

福 士　由 菜 臨　雁塔聖教序

藤 木　奈 緒 緑池春暖

松 本　幸 恵 枯樹賦

水 澤　光 陽 禪堂

三 觜 　縁 新竹気清涼

向 川　陽 菜 玄妙観重脩三門記

村 上　伯 堂 可惜（杜甫）

目 黒 　武 臨　行書詩巻（文徴明）

元 山　光 代 楓橋夜泊

門 田 優 祐 散氏盤

矢 形　多美代 茶舍

〔書道の部〕

定休日 ： 月曜日、祭日の場合翌日、第1・第3火曜
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〔書道の部〕

名 前（ 雅 号 ） 作　　品　　名

安 　 精 石 題袁氏別業

山 口　節 子 鴫立つ沢の秋の夕暮れ

山 菅　憲 昭 停雲

湯 山　未菜映 凌寒柳意如・・・

若 杉　栞 那 樹涼山意秋

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

安 達　翠 香 文徵明詩

阿 部　湘 花 松影の

飯 山　清 芽 松濤忽巻三更雨

井 上　鯉 翔 王漁洋詩

今 村　陽 翠 良寛詩

岩 澤　翠 峰 李白詩

上之園　友 紀 袁凱詩

宇佐美　美 泉 北軒涼吹

大 嶋　蘭 笠 登浦上閣

大 沼　亮 節 薫風細葛涼

大 平　久 美 足引の
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参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

小笠原　楽 圃 良寛の和歌

岡 田　珠 美 ふるさとの

岡 本　春 聲 李白詩送友人

岡 本　凉 子　いとせめて

小 澤　瑩 圃 長門怨

尾 花　征 真 芙蓉楼送辛漸

織 部　象 陰 湖中

加 藤　径 石 西園梨花唯開一枝

金 子　如 龍 杜甫詩

唐 澤　明 江 答人

久 野　圃 祥 朱子語類　学二

九 里　美 象 憶江島

久 保　翠 星 劉商詩

小 林　玲 子 清明日宴梅道士房

小 森　景 竹 偶題

齋 藤　深 瑤 江南春

斉 藤　理香子 王沂詩

〔書道の部〕

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

佐々木　綾 秀 渭濱待渡

笹 沼　蓮 竹 人天眼目抄

佐 藤　信 夫 月落烏啼

佐 藤　蘭 象 江花落

眞 田　梨 香 楽山水詩

四 壁 　透 愛宕神社記

清 水　滴 空 戯贈趙使君美人

白 井　瑛 月 蘭亭序

須 賀　翠 溪 真山民詩

鈴 木　喜久枝 万葉集

砂 川　千江美 村静蛙聲幽

砂 川　萌 竹 心事故人知

関 口　大 龍 天末にて李白を憶う

関 根　征 園 燕閑の四適　詩書

曽根原　峨 羊 聴角思帰

髙 井　翠 陽 根譚より

高 橋　圃 石 江川道中

髙 村　明 蘭 夏日南亭懐辛大

竹 内　煌 圃 動作慎

竹 内　鯉 耀 許渾詩

武 田　玉 翠 山亭夏日

館 石　芳 舟 入日さす

田 中　櫻 圃 顔勤礼碑
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参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

田 中　 登喜男 送别

為 田　麗 水 龍田河

角 津　菁 圃 過横塘

寺 田　鯉 曄 杜甫詩

寺 原　司 聖 境静意自適

東 郷　圃 翠 周明新の詩

富 田　圃 功 竹里館

中 西　晃 雪 葉がくれの

中 村　清 園 気韻生動

難 波　風 聲 霧が這い寄って

新 倉　右 圃 夏日雑興二首

沼 田　圃 鶴 福昌縣会雨

畠 山　枝 煌 晩

林 　 如 巖 陸游詩

林 部　岱 雪 みどりなる

氷 見　晃 泉 東風時雨吹 

廣 瀬　初 枝 夜宿七盤嶺 

福 島　梨 翠 居延新簡 

参加
区分 名前（雅号） 作　　品　　名

会
　
　
　
　
員

藤 野　丘 圃 樹陰讀書 

古 舘　征 賢 書友人屋壁 

細 野　果 村 逢善風 

間 瀬　游 泉 王維詩

松 坂　志 瀞 送母白玉殻賦

峯 尾　宏 子 白百合や

箕 浦　さおり 漱石の言葉

宮 澤　諒 圃 題慈恩塔

宮 田　恭 子 終南山

村 上　令 圃 七言二句

村 松　蓉 圃 哥舒歌

本 川　清 泉 綠池春暖

百 瀬　鯉 翠 于謙詩

森 　 幸 栄 一㸃の

山 口　雅 代 荷香十里

山 田　芳 園 自喜

山 本　由紀恵 七タ

吉 内　正 圃 西亭春望

書道の部（注）
「会　　員」…�藤沢市書道協会会員
「会員推挙」…�藤沢市展において五大賞を受賞、または秀作賞を5年以内に2回受賞し、

以後3年以内に同等と認められる作品を出品した等の理由により、藤
沢市書道協会の規約に基づき会員に推挙した方。

＊目録について…目録は出品者の名前を50音順に作成しております。

〔書道の部〕
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　藤沢市展は、市民の芸術文化活動の支援と振興を図るため、市民文化団
体を中心に実行委員会を組織し、長年にわたり開催しています。
　実行委員会では、本事業を市全体で盛り上げ、広く市民に周知したいと
考え、本事業へのご協賛をお願いしております。
　今回の第 76 回の開催にあたり、18 の法人・団体、また 18 名の個人の皆
様にご協賛いただきました。
　皆様からの温かいご支援に心よりお礼申し上げますとともに、今後とも
本事業への変わらぬご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

〜ご協賛ありがとうございます〜

〈法人・団体ご協賛ご芳名〉　（敬称略・五十音順）

〈個人ご協賛ご芳名〉  　（敬称略・五十音順）

有限会社アートン
赤帽ハピネスカーゴ
江の島振興連絡協議会
奉仕日本三大弁財天　江島神社
ODAKYU 湘南 GATE
画装コビトのくつ
皇大神宮
ゴールデン文具株式会社
株式会社さんこうどう

シンリュウ株式会社神奈川支店
創造の丘
多摩大学グローバルスタディーズ学部
藤和額装株式会社
ビストロ・ラ・シャンブル
藤沢高等自動車学校
藤沢市美術家協会
フラワーショップまいん
レカイエ

浅 沼　 信 江 小 山 田 幸 雄 川 田　 厚 子 神 部　 正 広
後 藤　 眞 治 鈴 木　 弥 彦 長 谷 川 由 紀 松 尾　 邦 夫
武 藤　 彰 夫 山 口　 佳 珠

他　8 名様
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第 76 回藤沢市展審査員名
美術の部（藤沢市美術家協会会員）
浅 沼 信 江 飯 田 裕 三 入 江 倫 子 小 川 貴 子
柿 崎 幸 三 金 澤 　 均 金 子 博 美 鹿 能 美津子
唐 木 信 允 菅 家 美 幸 菊 池 秀 代 城 戸 　 宏
小 玉 政 美 小 林 育 夫 齋 藤 和 夫 齋 藤 洋由起
斉 藤 順 子 佐 藤 久美子 佐 藤 治 子 鈴 木 正 博
髙 木 政 行 高 橋 ちず子 中 川 則 子 平 本 公 男
前 川 幸 男 松 本 信 子 向 山 武 志 八ッ橋 博 美
山 崎 礼 子 吉 野 　 勝 吉 原 　 敏 涌 井 　 健

書道の部（藤沢市書道協会会員）
浅 野 玄 圃 岩 澤 翠 峰 宇佐美 美 泉 岡 田 珠 美
岡 本 佳 村 岡 本 春 聲 加 藤 径 石 金 子 如 龍
菊 地 光 道 九 里 美 象 小 森 景 竹 眞 田 梨 香
四 壁 　 透 清 水 滴 空 砂 川 萌 竹 関 根 征 園
髙 井 翠 陽 高 橋 圃 石 髙 村 明 蘭 竹 内 煌 圃
為 田 麗 水 辻 本 敦 美 角 津 圃 中 村 清 園
難 波 風 聲 林 　 如 巖 氷 見 晃 泉 福 島 梨 翠
細 野 果 村 間 瀬 游 泉 箕 浦 さおり 本 川 清 泉
百 瀬 鯉 翠 森 　 幸 栄 柳 沢 秀 依

写真の部
上 田 耕一郎（東京工芸大学　芸術学部写真学科教授） 勝 倉 崚 太（東京工芸大学　芸術学部写真学科教授）

寺 司 正 彦（舞台写真家 / 日本舞台写真家協会会員） 熊 野 淳 司（フォトグラファー / 大学非常勤講師）

華道の部
唐 木 信 允（洋画家） ノグチ ミエコ（藤沢マイスター / ガラスアーティスト）

第 76回藤沢市展実行委員会
♦︎藤沢市美術家協会
小 川 貴 子 向 山 武 志 吉 野 　 勝 金 子 博 美
齋 藤 和 夫
♦︎藤沢市書道協会
眞 田 梨 香 関 根 征 園 福 島 梨 翠 岡 本 春 聲
♦︎藤沢華道協会
山 口 佳 珠 瀬 尾 理 祥
♦︎藤沢市生涯学習部文化芸術課
森 本 琢 実
♦︎公益財団法人藤沢市みらい創造財団芸術文化事業課
新 沼 範 之

第 76回藤沢市展実行委員会事務局
〒 252-0804 藤沢市湘南台 1-8 藤沢市湘南台文化センター 地下 1 階 公益財団法人藤沢市みらい創造財団

芸術文化事業課（湘南台文化センター内） TEL.0466（45）0077　FAX.0466（45）0088

撮影協力：（写真の部・美術の部・書道の部の各受賞作品）Photographer　HIROMI　FUKUDA

（実行委員長）

（副実行委員長）
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